
資料２ 

「自然災害対策」と「原子炉施設の安全対策」との区分け 

１．原子炉施設への影響を及ぼし得る自然災害の規模想定と設計方針は、 

「自然災害対策」の小会議で扱う 

（例示） 

(1)規模想定 

基準地震動、基準津波 など 

(2)設計方針 

制震装置の適用性、防波壁の構造 など 

２．その後（異常事態発生時）の対応手順・体制は、 

「原子炉施設の安全対策」の小会議で扱う 

（例示） 

  ・地震発生後のアクセスルート確保手順 など 

なお、各小会議で確認した内容については、全体会議で共有する 


